
１．金融再生法開示債権（単体）

２．単体自己資本比率（新ＢＩＳ基準適用）

３．主要勘定の状況

４．有価証券等時価情報

取得価格 時価 評価損益 取得価格 時価 評価損益

0 0 0 299 300 0

2,496 2,628 131 3,398 3,499 100

2,496 2,628 131 3,698 3,799 101

　
１．７月末の有価証券の時価は７月末日における市場価格に基づく時価としています。
２．取得価格は償却原価法適用前、減損処理前のものです。

注）単位未満の端数は切り捨てて表示しております。

ＪＡ岩井半期開示ディスクロージャー

令和３年上半期

債権区分 令和３年７月末 令和３年１月末 増減

（単位:百万円）

0 0 0

破産更生債権および
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

0 0 0

2 2 0

令和３年７月末 令和３年１月末

19.98% 19.58%

9,642 478

10,122 9,645 477

正常債権

合　　計

10,120

令和３年７月末 令和３年１月末 令和２年７月末

貯  　金 68,896 67,883 67,295

貸 出 金 10,112 9,637 9,856

預  　金 56,649 53,858 54,137

（単位:百万円）

注）単位未満の端数は切り捨てて表示しております。よって合計額等が一致しない場合があります。

注）単位未満の端数は切り捨てて表示しております。

注）単位未満の端数は切り捨てて表示しております。よって合計額等が一致しない場合があります。

合　　計

種　　類 令和３年７月末 令和３年１月末

（単位:百万円）

満期保有目的

そ の 他

有価証券 2,628 3,799 4,233



５ 地域貢献活動 
 

 

 

地域社会とのふれあいを大切に豊かな社会づくりを展開しております 

① 地域貢献の全般に関する事項 
当組合は、組合員・利用者・地域の皆さまにご満足いただけるようきめ細かなサービ

スを提供するとともに、地域社会とのふれあいを大切に豊かな社会づくりを展開して
おります。 

また、地域社会の一員としての責任を自覚し、各種の行事や催し物への参画や活動を
とおして、「人間と自然と産業の豊かな調和」「高齢化社会に対応した高齢者の健康の
増進」「こころ豊かな生活の実現」「より美しい地域社会づくり」をめざした多彩な運
動を展開して参ります。 

更に今後は、新型コロナウイルス感染拡大や大規模自然災害等の非常事態時には、地
域の防災拠点としての責務を果たし、組合員の皆さまをはじめとする地域社会の皆様
のお役に立ちたいと考えております。 

 

② 地域からの資金調達の状況 

当ＪＡでは、地域のみなさまの着実な資産づくりのお手伝いをさせていただくため、
ＪＡらしさを意識した商品、安全・安心な金融サービスの提供に努めております。公的 

年金のお受け取りに、当ＪＡをご利用の方を対象にした、年金定期や年金定期積立や農 
業生産者を対象にした、販売代金専用定期貯金など各種貯金の取り扱いをしており、好 
評をいただいております。 

 

③ 地域への資金供給の状況 

当ＪＡは、組合員や地域のみなさまからお預かりした大切な貯金は、農業をはじめとし
た地域経済の活性化に役立てるため、円滑な資金供給を行うことで地域社会に還元して
おります。農業者の経営ビジョン達成のための農業資金や、地域のみなさまの「夢」を実
現するための資金として住宅ローンやマイカーローンなどの商品を提供させていただい
ております。また、新型コロナウイルス感染症の影響拡大・長期化を踏まえた資金繰り支
援のご相談を各支店窓口にて対応しております。 

 
④ 文化的・社会的貢献に関する事項 
当組合は、ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、 

地域の協同組合として地域社会の一員として、例年、各種の行事・催し物への参画や活動、

更には1支店1事業活動をはじめるとするコミュニティふれあい活動や助け合い活動を

通じて社会貢献に努めております。しかし、昨年度から続いている新型コロナウイルス

の感染拡大防止のため、残念ながら活動を自粛せざるを得ませんでした。 

  

◇環境にやさしい農業の実践と安全な農産物づくり 

市農業用プラスチック適正処理推進協議会の活動として、年２回、使用済み農業用ビニ 

ール、ポリオレフィンを回収し、産業廃棄物の適正処理を図っています。 

また、消費者が求める「安全・安心・新鮮」な農産物志向に応えるため、栽培管理台帳 

地域貢献活動 



記帳運動を進め、生産履歴の明確化を図っています。 

新型コロナウイルス感染症に対し、農林水産省ガイドライン「農業における新型コロ 

ナウイルス感染者が発生した時の対応及び事業継続に関する基本的なガイドライン」に 

基づく予防対策や衛生管理の徹底による感染拡大防止に産地を挙げて取り組んでいます。 

更に、農政運動の一環として、国民の主食である米の消費拡大を目的に、ガ－ルスカ 

  ウトによる田植え・稲刈り体験を実施しました。 

 

◇高齢者の健康サポートと福祉活動 

当ＪＡでは、年金受給者の活動として、ＪＡ岩井年金友の会を組織し、毎年、グラウン

ドゴルフ大会やボーリング大会の開催や親睦旅行、趣味の活動等を通して高齢者の健康で

生きがいある生活を目指した組織活動の充実に努めています。しかし、本年度の活動につ

きましては、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から活動が自粛されている状況で

す。 

また、高齢化社会に対応する事業として訪問介護事業、居宅介護支援事業を展開し、ホ 

ームヘルパーの派遣を行っています。 

 

◇次世代への「食農教育」の支援 

坂東市の野菜が小学校の授業で学ぶ「新しい社会」の教科書や教材の資料集に紹介さ 
れていることから、市内外の多くの児童たちが予冷センターを訪れ、野菜づくりや野菜 
の集出荷の状況を学び、坂東市の産業として重要な位置を占める農業に対してより一層 
の理解を深めて頂いています。しかしながら、現在はコロナ禍の中で受入れを自粛して 

おります。 
坂東市教育委員会を通じ、管内の小学校１３校へ社会科教材ＤＶＤ「なぜなに社会科 

映像資料集」を寄贈し、食糧生産に携わる農家の仕事や坂東市の野菜づくりを学んでい 
ただきました。 
また、食育研究会が中心となり、市内の小中学校で野菜づくり体験・調理教室などを 

開催し、地域農業と食の大切さを伝えています。本年度は、七重小学校５年生を対象に 
トウモロコシの収穫体験を実施しました。 
 


